
輝く未来へ 
 

入学の日、バス停から降りて見えた生産工学部は、春の陽気に満ち溢れ、満開
の桜が私たちを温かく迎えてくれている。この学び舎で己を磨き、教養を身に
着け、一回りも二回りも大きく成長する私たちは、また卒業の日このバス停か
ら輝く未来へ歩みだす。 
 
期待と希望の桜をベースに、これから始まる新しい大学生活の入口である校門
と大学と家をつなぎそして現在と未来をつないでくれるそんな意味を込めてバ
ス停を切り取りました。この作品が生産工学部の新入生に母校として誇れるも
のとなることを期待します。 




